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EndNote Basic(EndNote Web) 操作ガイド目次 



EndNote Basicにログイン 

Web of Knowledgeホーム画面の

画面上部または右側領域の「サイン
イン」からログインします。登録済み
のID (メールアドレス)とパスワードを
入力してログインしてください。 

(画面上部、左側) 

サインイ
ンすると
画面右
側に「よ
うこそ」
の文字
が見え
ます 

自宅からアクセス 大学でアクセス 

www.myendnoteweb.com に

アクセスしてログインが可能で
す。作成済みのID(メールアドレ
ス)とパスワードを入力してログ
インしてください。 

サインイン後、画面上部のMy 

EndNote Web(Basic)をクリック
するとEndNote Web(Basic)のメ
イン画面が表示されます。 

メイン画面へ 3 

http://www.myendnoteweb.com/


レファレンスレコードリスト画面 

マイレファレンス画面 
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グループ分類
が可能です 

レコード検索 
文献の簡易表示 

ファイル添付
が可能です 

初ログイン時のレ
ファレンス画面 

リンクリゾル
バー
(SFX,360Link

など)ボタンをク

リックしてフルテ
キストPDFなど

の情報入手アド
レスリスト画面
を表示できます 
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文献入手の方法 

・オンライン検索 

EndNoteからPubMedやLibrary of Congressなどを検索して文献情報を入手できます。 

 

・ダイレクト・エクスポート 

データベースや電子ジャーナルサイトの検索結果や閲覧書誌情報を直接EndNoteに取り
込むことができます。(PCにEndNote Webプラグインのインストールが必要です。) 

 

・インポートによる文献収集 

データベースの検索結果などをいったんテキストファイルにしてPCに入手し、その後イン
ポート機能によりEndNoteに取り込むことができます。 

 

・キャプチャーによる文献入手 

電子ジャーナルサイトなどの文献書誌情報を、Capture機能によって取り込むことができま
す。原則として1文献ずつの入手のための機能です。 

 

 

なお、EndNoteデスクトップ版プログラムでは上記以外に以下の情報入手が可能です。 

・PDFインポート 

文献PDFから書誌情報レコードを作成してPDFを添付させることができます。 

 

・Find Full Text 

EndNoteレコードの文献PDFを入手できます。PDF掲載サイトの仕様によります。 

 

・Find Reference Update 

EndNoteの一部分のレコード情報をもとにして、不足情報を入手することができます。 
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① 

② 

オンライン検索操作方法 

③ 

リストから候補をいくつも
選ぶことができます。ここ
ではPubMedやLibrary 

of Congressなどを選び
ます。 

選び終わったら、「マイリ
ストにコピー」ボタンをク
リックします。 

EndNote Basicの画面からデー

タベースを検索して、データを取り
込むことができます。 

検索を行うには、Select欄に対象

データベースを選んでから、「接続」ボ
タンをクリックして検索用の画面に進
みます。(①～③の手順を終えていれ
ば、④から開始してください。) 

④検索 



⑤ 

⑥ 

6 見つかったレコードのうち、

開始レコード番号と最終レコー
ド番号(いずれも希望の番号)を

記入して「取得」ボタンをクリッ
クします。 

5-2 さらに、“表示するレコード
の範囲を選択する”にチェックし、
検索ボタンをクリックします。 

5-1 検索する項目を選択して、
検索語を記入します。 

7 



検索結果データをいずれかのグ
ループに格納する必要があります。 

この際、新しいグループを作成して、
格納することもできます。 

既存のグループに追加することも、
Unfiledというグループに格納する
こともできます。 

① 

③ 

検索直後に新しいグループにデータを格納するには 

①データにチェックします。 

②「グループに追加」欄から「新しいグループ」を選びます。 

③グループ名を記入してOKをクリックします。 

 

(この後、スクリプト化されたウインドウの許可メッセージがブラウザ上部に横長の
バーで表示された場合は、 

そのバーをクリックして一時的に許可を選び、再度新しいグループの指定をしてくだ
さい。) 

② 

8 
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PubMedからのデータ取り込み  (ダイレクトエクスポート例) 

PubMedの場合 

Choose Destination項目におい
てCitation Managerを指定 

*あらかじめプラグインのインストールが必要です。(オプション->Cite While You Write

プラグイン) ダイレクトエクスポートヘルパーがインストールされます。 



電子ジャーナルサイトからの書誌レコード取り込み例取り込み  (ダイレクトエクスポート例)   
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③EndNote Webに自動取り込みさ
れます。 

②Export項目のEndNote(RIS)をク
リックします。 

①Physical Review Aのサイトにア

クセスし、論文の抄録ページを表示
させます。 

Physical Reviewの場合 

*あらかじめプラグインのインストールが必要です。(オプション->Cite While You Write

プラグイン) ダイレクトエクスポートヘルパーがインストールされます。 



Web of Scienceの検索結果において任意のデータを指
定し、         をクリックして、EndNote Basicに
取り込むことができます。 

Web of Scienceデータの自動取り込み 

11 



データ例 

Web of Scienceデータの参照 
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Web of Scienceから取り込んだ
データ(レコード)には、情報源、関

連レコード、被引用レコードへの
参照リンクが自動的に付与されま
す。それぞれをクリックして、Web 

of Scienceの画面でデータを扱
えます。(EndNote Basicに学外
からアクセスしている場合(VPNな
どのリモートアクセスを除く)には、

リンク先を表示させることはできま
せん。) 



Import 手順 

PubMedだけでなく、各種データ

ベースサイトでの検索結果データを
インポート機能によってとりこむこと
ができます。 

PubMedの場合 

①検索の結果において、取り
込みたいデータにチェックま
す。 

②Choose Destinations 項
目においてFileにチェックし
ます。 

③Format項目でMEDLINEを
選び、Create Fileボタンをク
リックします。 

④ファイルのダウンロード
ボックスにおいて保存ボタン
をクリックします。 

⑤保存場所とファイル名を決
めて保存します。 

PubMedからのデータ取り込み(Import機能による) 

13 

① ② 

③ 

④ 

⑤ 
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Import 手順(続) 

⑥EndNote Webにおいて

「収集」タブを選んで「レファレ
ンスのインポート」をクリックし
ます。 

⑦「お気に入りを選択」をク
リックし、この場合
PubMed(NLM)をクリックし

て「マイリストにコピー」ボタン
をクリックします。 

⑧参照ボタンをクリックして、
先に取り込んだPubeMedダ

ウンロードファイルのフォルダ
を見つけてファイル選択しま
す。さらにフィルタを
PubMed(NLM)に指定し、

データを格納するグループを
指定します。(ここではあらか

じめ作成してあった
Pubmed1にしています。＊) 

⑨「インポート」をクリックしま
す。 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

＊参考 

構成マイグループの管理
新規グループにより任意
のグループを作成できます。 

⑧ 



キャプチャーによる文献取り込み 

EndNote (Web)Basic Plug-Inをインストールしていると、
Web Capture 機能を利用できます。 
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最新のEndNote Web 

Ver3.7ではツールの

一つとしてブラウザに
Captureボタンが出現

しているのでクリック
するとCaptureを開始
できます。 

たとえばPubMedの文献表示画面から情報をスムーズに取り込
むことができます。 

(1件ごと取り込む場合に適しています) 



PubMedで検索し、結果一覧からAbstract表示させます。 

この画面表示のまま、ツールバーの「Capture」をクリックします。 

16 



ポップアップでLogin画面が表示されたら、登録済みのメールア

ドレスとパスワードを入力すると、自動的に取り込みが始まりま
す。 

完了すると、取り込みの確認画面が表示されます。 

17 
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下部には、取り込むグループを選択する事ができます。 

 

内容確認後、保存先グループをチェックし、「保存先」を
クリックします。 

左画面が表示されると、完了です。 

「ウィンドウを閉じる」で閉じます。 
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EndNote BasicCapture機能：Natureの文献を取り込む例 

文献表示画面 

①Captureボタ
ンをクリック 

②保存先グルー
プをチェック 

③Save toボタ
ンをクリック 
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文献の管理 

ファイル添付 

各文献レコードに5個までのファイルを添付できます。全体で2GBまでのファイル
添付が可能です。 

 

グループ分類と共有 

文献をとりまとめて収録するグループを作成して、文献の内容などに応じて分類
することができます。また、グループを他のユーザと共有することができます。 

 

EndNoteデスクトップ版では以下の機能を利用できます。 

・データの同期 

EndNoteX6以降(デスクトップ版)またはEndNote iPad版では、EndNote (オンラ
イン)データとの同期が可能で、いつも両者に同じデータを置いておくことができ
ます。[EndNoteX6以降(デスクトップ版) とEndNote iPad版には、EndNoteオン
ラインと呼ばれるWeb 版が附属します。] 

 

・文献PDFの内容を検索 

 

・特定項目内容を別項目にコピー 

 

・任意項目を作成 

 

・簡易リストアップ画面における項目順序変更 
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ファイルの添付方法 

①添付したいレコードのク
リップマークをクリックしま
す。 

②添付ファイルウインドウ
が開いたらファイルの添付
をクリックします。 

③参照ボタンをクリックしま
す。 
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④アップロードするファイル
を選択指定します。 

⑤添付ファイル名が表示さ
れたらアップロードボタンを
クリックします。最大5個ま

で同時にアップロード可能
です。 

⑥アップロード完了が示さ
れます。 
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添付したレコードのクリップマークが青い色
になります。クリックして添付ファイルを表
示できます。 



グループを他の人と共有できます 

① 

② 

グループの共有方法 

① 「構成」タブをクリックします。 

②共有したいグループをチェックしま
す。 

(「共有の管理」ボタンをクリックした場
合と同じ画面展開になります) 

③「このグループの共有を開始しま
す」を 

クリックします。 

③ 

24 

文献をとりまとめて収録するグループ
を作成して、文献の内容などに応じて
分類することができます 



④ 

⑤ 

④共有相手のメールアドレスを記
入します。 

⑤「読み取り専用」か「読み書き」か
をチェックして「適用」ボタンをクリッ
クします。 

25 



EndNote オンラインとEndNote(X6～)の同期 

26 

・EndNoteX6以降(デスクトップ版)ではEndNote (オンライン)データとの同期が可能で、
いつも両者に同じデータを置いておくことができます。 

(事前にEndNoteX6において専用のEndNote (オンライン)のアカウントを設定しておく
必要があります。EndNoteに付属するEndNote ウエッブ版はBasicという呼び方をせ
ず、EndNoteオンラインというような区別名をしています。) 
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文献のリストアップ 

以下の文献出力を行うことができます。 

①投稿規定に応じた参考文献リストアップと編集(MS-Word画面でFind Citation操作
による) 

②任意の文献をリストアップ(文献リストの作成) 

 

 

EndNoteデスクトップ版では上記以外に以下のことがらを実行できます。 

・参考文献リストアップを別の2種類の方法で実行 

・ジャーナルの投稿規定を変更編集 

・ジャーナル名の表記方法を変更 

・項目内容が存在しない場合の代替え項目出力 

 

 

 



投稿スタイルの準備 

① 

② 

③ 

*あらかじめプラグインのインストールが必要です。(オプ
ション->Cite While You Writeプラグイン) 

①「フォーマット」タブをクリックすると
「文献リストの作成」が選ばれた状態に
なります。(Wordとの連携による方法

では、この画面を以下のようにスタイル
の指定だけに使用します。) 

②「お気に入りを選択」をクリックします。 

③リストから希望の投稿スタイル名を
選び、「マイリストにコピー」ボタンをク
リックして「マイリスト」欄に入れます。 

論文投稿ツールとしての利用(MS-Wordとの連携による方法) 

28 



Find Citation画面において、

引用したい文献を確定するた
め、著者名や検索語を入力し
てSearchをクリックします 

MS-Wordに記述した論文の引用
箇所を決め、 

カーソルを指定しておきます。 

④ 

EndNote Webツー

ルのルーペ型アイコ
ン(Find Citation)を
クリックします 

⑤ 

⑥ 

Word2003の場合 

論文の作成・引用指定と参考文献リストアップ 

29 

Word2003とWord2007

のツールバー対照はス
ライド14参照 

Word2007以上の場合 
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ヒットしたデータのうち、目的のもの
を選びます 

⑦ 

Insertボタンをクリックすると、引用箇所
(Citation)と参考文献リスト(Bibliography)

が投稿規定どおりに整えられます。 

⑧ 



⑩ 

ツールバーのフォーマットアイコンをク
リックして、希望のスタイルに変更して
OKをクリックし、引用処置を規定どお
りに行わせます。(Word2007以上で
は、Word上部のEndNoteメニューに
おいてスタイルを最初から指定可能。) 

⑨ 

31 

Word2003の場合 

Word2007以上の場合 



Word2003、2007、2010とWord2003で、アイコンの位置などが異なります。 

(Windows OSの場合) 

「Style」の選択表示は2007以降の固有の機能です。 

「Update Citations and Bibliography」は2003の
「Format Bibliography」に該当します。 

32 

Word2003 

Word2007 
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引用部分の編集 

・引用の取り消し 

本文中の引用を削除できます。Edit Citationをクリックし、削除
参考文献の右にあるEdit ReferenceからRemove Citationを選
びます。 

引用が(Auther, Year)の場合に著者を省いたり(Exclude Author)、ページ番
号(Pages)や追加文字(Suffix,Prefix)を記入できます。 
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MS-Word画面におけるその他のEndNote Basicメニュー 

Update Citations and Bibliography  文献リストアップを強制実行します。 

Convert to Unformatted Citation     文献リストアップを行う直前状態に戻します。  

Convert to Plain Text                       Wordマクロ書式を取り除いて普通のテキスト文にします 
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Bibliography文字右側の小さな矢

印をクリックするとレイアウトを変更
できる画面が表示されます 

フォントと文字サイズ変更 

文献リスト部分のインデント
長指定 

文献リスト部分の行間隔変
更 

その他のEndNote Basicメニュー(参考文献リストのレイアウト) 



文献リストの作成 

文献リストの作成機能により、
投稿スタイルを適用して、論文
作成とは別に、グループ内デー
タの文献リストをいつでも作成
できます。 

① 「フォーマット」タブをクリックしま
す。 

② レファレンス項目の右端の矢印

をクリックして、データを格納したグ
ループのいずれかを指定します。
書誌スタイルを右端の矢印をクリッ
クして選択し、ファイル形式項目か
らHTML, TXT, RTF形式を指定し
ます。 

③ 出力用のボタン保存、Email、
プレビュー& 印刷のいずれかをク

リックして文献リストを得ます。ここ
での例では、HTMLを指定して、ブ
ラウザ画面にプレビューしています。 

① 

② 

③ 

36 



論文作成をMS-Wordで行い、rtf

ファイル(リッチテキスト)保存します。 

「引用文献のフォーマット」による投稿論文の引用リスト作成 

Plug-Inを使わずにリストを作成する方法 

37 
37 



引用部分に著者と出版年を先のBibliographyリストからの
コピーか、手入力にて埋め込みます。 

中かっこ｛ 

著者のファミリーネーム 

中かっこ} 

4桁の年
号 

コンマ, 

あらかじめ引用データを文献リ
ストの作成機能でtab形式テキ

ストファイル保存をしておくと、コ
ピー貼付けに便利です。 38 



①「フォーマット」タブの「引用文献のフォーマット」を選んだ
上、右側領域において、参照ボタンをクリックして論文ファイ
ル(リッチテキスト)を指定します。 

②書誌スタイルを選びます。 

③フォーマットボタンをクリックします。 

① 

② 

③ 

39 



埋め込んだ表記と、データがマッチしたことが示され、
保存別ファイル名確認が表示されますので、任意場所
に保存を行います。 

フォーマットが完了します。 

引用箇所 

引用指定した論文 

40 



EndNote Basic アカウント登録 

～EndNote Basicを使って論文作成する下準備①～ 

補助資料 



①www.myendnoteweb.com/に「学内」からアクセスします。 
②「アカウントの登録」をクリックします。 

アカウント登録～EndNote Basicサイトから登録する場合～ 

③ID(E-mailアドレス)を2回入力し、「続行」をク
リックします。 

④必須項目(＊)を入力し、「同意する」をクリッ
クし完了です。 

42 
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 * が必須入力 

アカウント登録～Web of Scienceから登録～ 

①Web of Knowledge 画面右側領

域の「各種設定」欄の「登録」をク
リックします。 
②Emailアドレスを記入します。 

③空欄項目への入力と選択項目
での選択指定を行います。 

① 
③ 

登録を完了すると、学外からでも
EndNote Webにアクセスが可能と
なります。 

② 



EndNote Basic Plug-Inダウンロード 

～EndNote Basicを使って論文作成する下準備②～ 



論文作成の際に「MS Word」と連携させるためには、 

Plug-Inをインストールします。 

 

上部の「オプション」を選び、 

「Windows版をダウンロード」を選択します。 

(Macinthoshの場合は、「Macintosh版をダウンロード」を選択) 

※WindowsとMacintohでインストールするプログラムは異なります。 

「保存」します。 

45 



保存したプログラム（       ）を起動させ、インストールを開始します。 

上部画面で完了を確認し、Wordを立ち上げると 

ツールバーに「EndNote Basic」が追加されます。 
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EndNote のツールバーから、「Preferences」を選択します。 

「Application」を選び、「Application」で「EndNote Web(Basic)」を選択します。 

 

下記にEndNote Basicのアカウントを入力し「OK」します。 

MS-Word画面にEndNote(デスクトップ版)のツールバーが表示される場合の対処 
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